
令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】  

学校名【 城陽市立青谷小学校 】 
       

   

１ 実践テーマ 【 Ⅲ・Ⅴ 】 

２ 実施対象者 城陽市立青谷小学校 第６学年児童 41名 

３ 展開の形式 （１）学校における活動 

教科名（総合的な学習の時間） 

４ 目 標  

（ねらい） 

（１）パラリンピック競技を体験し、スポーツへの関心を高める 

  とともに、スポーツを通じて様々な人々と交流できる児童を 

育成する。 

５ 取組内容 （１）実施日時 

   令和３年12月21日（火）  

13:40 ～ 15:25（５、６校時） 

 

（２）講師 

   城陽市ボッチャ協会 塚脇 康宏 氏 

      協力：京都ボッチャ協会、京都障害者スポーツ振興会 

      NPO法人京都スポーツ・障がい者スポーツ推進協会 

 

（３）内容 

  ①挨拶、ボッチャとそのルールの説明 

   ア パラリンピックの正式競技種目である。 

   イ 障がいの有無や年齢、性別に関係なく、誰もが楽しめ 

る。 

   ウ ジャックボールにどれだけ自分たちのボールを近づけ 

    られるかを競う。 

  ②各チーム投球練習 

  ③各チーム練習試合 

   ３～４人のグループを６グループつくり、２試合実施 

  ④振り返り、挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

（１）ボッチャが障がいのあるなしや性別に関係なく、子ども 

から大人まで楽しめる共生スポーツであるなど、競技につい 

て正しい理解をすることができた。 

（２）多くの児童がスポーツを通して交流する喜びを感じ、スポ 

  ーツへの関心を高めることができた。 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

（１）例年校内で計画している「障がいについての理解教育」の 

  実施時期や「人権週間」と同時期にすることで、差別や偏見 

のない人間関係づくりや一人一人の人権を大切にする態度の 

効果的な育成を意図した。 

（２）障がい者理解教育とスポーツへの関心の高まりをねらいと 

し、講話と体験を予定していたが、十分な時間がなかったた 

め、体験の方に重点を置いて実施し、充実した45分となる 

ようにした。 

８ 主な課題等 （１）今年度は６年のみを対象とし、単発的に体験を実施するよ 

  うな形となった。総合的な学習の時間や特色ある教育活動に 

おいて指導計画を見直す必要がある。 

（２）講演や体験の日程調整が計画書の作成後となり、来ていた 

  だく講師の方が複数になると、謝金が経費予定額を上回るこ 

とがあり、対応が難しかった。 

９ 来年度以降

の実施予定 

（１）他学年においても今回のような体験を計画し、スポーツを 

  通して様々な人と交流する喜びを感じ、スポーツへの関心を 

高められるように努めたい。また、体育部と連携して体力向 

上の取組につなげたいきたい。 

（２）特別支援教育部と連携し、パラリンピック競技の体験等に 

  より障がい者理解教育をより深められるように努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【資料】 洛タイ新報 2021年（令和３年）12月22日（水）朝刊 

 


